
 

［成果情報名］プラウ耕・グレーンドリル播種による稲-麦-大豆の２年３作輪作体系 

［要約］耕起にスタブルカルチ、播種にグレーンドリルを用いる本体系を仙台平野津波被災

圃場で実証した平均収量は、水稲乾田直播 533kg/10a、小麦 403kg/10a、狭畦密植大豆

226kg/10a であり、60kg 当たり費用合計は東北平均のそれぞれ 57%、46％、72%に低減する。 
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［背景・ねらい］ 

東日本大震災から復興し、食料生産地域を再生するために、コスト競争力のある農業の

発展が期待されている。仙台平野津波被災水田において２～３ha 規模の大区画水田を造成

し、プラウ耕・グレーンドリル乾田直播の播種体系を、麦、大豆にも適用した２年３作体

系を導入し、安定多収技術を現地実証し、コスト低減効果を明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．水稲乾田直播－小麦－狭畦密植大豆による２年３作の輪作体系において、耕起作業と

播種作業にそれぞれスタブルカルチ（チゼルプラウ）およびグレーンドリルを用いるこ

とで速度 10km/h 以上の高速播種による高能率な輪作作業体系が構築できる（図１）。 

２．乾田直播の播種後の鎮圧に通常使用するケンブリッジローラは、ヘラ状のタイン（ク

ラッカーボード）を装着することで播種床造成に利用できる。クラッカーボードを土壌

に作用させることで、荒起こしされた土壌表面の凹凸を均す機能があり、ケンブリッジ

ローラで鎮圧・砕土して高能率な播種床造成が可能である（図１）。 

３．グレーンドリルは、種子ホッパのシャッタを１条おき、2 条おきに閉めることで、大豆

狭畦密植栽培の播種に利用できる（表）。水稲乾田直播で、耐倒伏性の高い直播適性品

種を用いる場合、12～15cm の狭い条間で高収量が得られる（データ略）。  

４．名取市の津波被災水田（30a 区画）を営農機械で合筆造成した 3.4ha 圃場（長辺 300m、

10 枚合筆）と 2.2ha 圃場（長辺 170m、６枚合筆）を用いた３年間の実証試験の平均収量

は、乾田直播 533kg/10a、小麦 403kg/10a、大豆 226kg/10a である（表）。 

５．実証試験の結果、水稲 60kg 当たりの費用合計は 6,903 円、小麦は 7,431 円、大豆 14,711

円で、2010 年東北平均に対し、それぞれ 57％、46％、72％に低減する。削減効果が大き

いのは労働費であり、2010 年東北平均に対し、それぞれ 22％、18％、19％である（図

２）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：稲、麦、大豆の２年３作を行う大規模水田作経営 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：東北太平洋側南部で 400ha 

３．その他： 

１）水稲後の麦、大豆の播種作業では、枕地はトラクタの旋回で土壌が硬く締まりやす

いので、別途パワーハローで砕土して播種するか、パワーハローとグレーンドリルを合

体させたコンビネーション播種が望ましい。 

２）除草体系、施肥体系、防除体系は、地域の栽培基準に準ずる。また、水稲乾田直播

の耕起前に堆肥投入が望ましい。  

３）生産コストは経営面積などの条件で異なる。「乾田直播栽培マニュアル Ver.3」はホ

ームページからダウンロードできる。  



 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                （大谷隆二）     

［その他］ 

研究課題名：作業の高速化による高能率低投入水田輪作システムの確立 

予算区分：その他外部資金（地域再生） 

研究期間：：2012～2015 年度 

研究担当者：大谷隆二、齋藤秀文、関矢博幸、冠秀昭、中山壮一、松波寿典、池永幸子、 

宮路広武、篠遠善哉、谷口義則、氷見英子、長坂善偵 

発表論文等： 

１）農研機構（2016）「乾田直播栽培マニュアル Ver.3」 

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/030716.html 

２）大谷(2015)日本土壌肥学雑誌、86(1):42-47 

図１ プラウ耕・グレーンドリル播種方式２年３作体系 

表 ２年３作体系実証試験の収量 

コンビネーション播種 

注１）水稲・麦の収穫には自脱コンバイン(６条)、大豆の収穫には汎用コンバイン（刈幅 2m）を用いた。
注２）病害虫防除は RC ヘリを利用した。 

注 1）農地面積 100ha、稲・小麦・大豆各 35ha の 2 年 3 作+移
植水稲 20ha+大豆単作 10ha の経営を想定 (延作付面積 135ha)。
注 2）機械施設は全て新規導入 (圧縮なし・法定耐用年数 )。主な
機械はトラクタ 135PS２台、65PS１台、47PS１台、自脱コン
バイン２台、汎用コンバイン１台。注 3)労働時間のうち、管
理、生産管理、間接労働は農業経営統計調査平成 25 年産生米・
小麦・大豆生産費調査の最大規模層のデ－タを用いた。注 4）
土地改良水利費、生産管理費は、農業経営統計調査平成 22 年産
米・小麦・大豆生産費 (東北 )のデ－タを用いた。農業機械の修理
費、車庫費、租税公課は、農業機械導入指針に基づき計上。

注１）水稲品種は「まなむすめ」、小麦は「シラネ
コムギ」「銀河のちから」、大豆は「あきみや
び」。小麦は両品種の平均値を示した。注２）播種
条間は、水稲は 12cｍ（2013 年のみ 12cm と
24cm）、小麦は 12cm、大豆は 24cm と 36cm で実
施。複数試験の場合は平均値を示した。注３）砕土
率は土塊径 2cm 以下の土塊が占める質量割合で、
ナトリウム粘土の影響で低い。注５）水稲収量は粒
厚 1.9mm 以上、小麦収量は粒厚 2.4mm 以上。  

年度 圃場 播種日 播種量 砕土率 苗立ち数（率）収穫日 全刈収量

kg/10a ％ 本／㎡（％） kg/10a

3.4ha 4/10 5.0 75.6 100(57) 10/12

2.2ha 4/9 5.2 70.2 137(74) 10/10

2014 3.4ha 4/11 4.7 75.5 125(74) 10/3 542

2015 2.2ha 4/9 6.3 58.1 126(60) 9/30 507

2013-14 2.2ha 11/1 8.4 - 109（50） 6/26 409

2014-15 3.4ha 10/20 10.2 - 183（79） 6/23 398

2014 2.2ha 7/3 12.2 55.5 29(79） 11/6 289

2015 3.4ha 7/7 12.1 52.0 25(74) 11/5 163
大豆

小麦

水稲

2013 549

図２ 60kg 当たり費用合計 


